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臨床疫学分野 

論文 
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ATLコホート研究, 厚生労働行政推進調査事業費補助金, がん対策推進総合研究事業, 平成30年度 総括報告書, 1-27, 

2019, 5 月 
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託研究開発実績報告, 2019 年 5 月 
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2019 年 5 月 

4. 渡邉俊樹, 岩永正子, 内丸 薫, 浜口 功, 山野嘉久:「HTLV-1 総合対策」推進におけるキャリア対策の基盤整備と適正

な研究開発の推進に資する包括的評価と提言のための研究, 厚生労働行政推進調査事業費補助金(新興・再興感染症及
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び予防接種政策推進研究事業), 2019 年 5 月 
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1. 相良康子, 中村仁美, 岩永正子, 相良康弘, 島村益広, 入田和男: 献血者における HTLV-1 プロウイルス量の推移につ

いて. 第 67 回日本輸血・細胞治療学会抄録集(熊本), O-72, 2019 
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HTLV-1プロウイルス量の検討：単一施設でのコホート研究. 第 6回日本HTLV-1学会学術集会抄録集(宮崎), p66, 2019 
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TP63 再構成の検討. 第 6 回日本 HTLV-1 学会学術集会抄録集(宮崎), p87, 2019. 

4. 森下和広, 中畑新吾, 長安英治, 丸山治彦, 鈴木 穣, 岩永正子, 田中勇悦, Martin Montes, Eduardo Gotuzzo: ペルーに

おける糞線虫重複感染による ATLL 発症機構解明とその発症予防・治療法の開発を目指して. 第 6 回日本 HTLV-1 学

会学術集会抄録集(宮崎), p63, 2019. 

5. 蓬莱真喜子, 佐藤信也, 松尾真稔, 岩永正子, 堀尾謙介, 城 達郎, 高崎由美, 川口康久, 對馬秀樹, 吉田真一郎, 田口
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液 60(9), S175, 2019. 

6. Thi My Hanh Luong, Daisuke Niino, Hisayoshi Kondo, Shiro Miura, Masahiro Nakashima, Masako Iwanaga: Incidence of 
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(東京), 臨床血液 60 (9): S277, 2019 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

岩永正子・教授 評議員 日本血液学会 

岩永正子・教授 評議員 日本血液学会九州地方会 

岩永正子・教授 理事・評議員・学術広報委員 日本 HTLV-1 学会 

岩永正子・教授 疫学研究部顧問 財団法人 放射線影響研究所 

岩永正子・教授 疫学研究倫理審査委員会委員 公益財団法人 前立腺研究財団 

岩永正子・教授 運営委員 HTLV-1 感染者コホート共同研究班 (JSPFAD)  

岩永正子・教授 常設委員・疾患別委員・プロトコール審査委員 日本成人白血病治療共同研究機構 (JALSG) 

岩永正子・教授 疾病障害認定審査会臨時委員 厚生労働省 

岩永正子・教授 International Board Member  International Retrovirology Association (IRVA) 

岩永正子・教授 WHO Global Consultation on HTLV-1 World Health Organization (WHO) 

 

 

競争的研究資金獲得状況 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・

分担 

研 究 題 目 

岩永正子・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B）ATL 発症危険因子の解明：HTLV-1 感染者長期追

跡コホート研究 

岩永正子・教授 日本学術振興会  代表 挑戦的萌芽  原爆被ばくによる悪性リンパ腫発症リスク解明へ

の新たなアプローチ 
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岩永正子・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） HTLV-1 キャリアに対する miRNA を用いた ATL

発症スクリーニング検査の確立 

岩永正子・教授 日本医療研究開発機構  分担 感染症実用化研究事業（新興・再興感染症に対する革新的医薬品

等開発推進研究事業） HTLV-1 の疫学研究及び総合対策に資す

る研究 

岩永正子・教授 日本医療研究開発機構  分担 革新的がん医療実用研究事業 臨床試験と全国患者実態把握に

より indolent ATL に対する標準治療の研究 

岩永正子・教授 厚生労働省 分担 厚生労働行政推進調査事業費  がん対策推進総合研究事業

ATL/HTLV-1 キャリア診療中核施設群の構築による ATL コホー

ト研究 

岩永正子・教授 厚生労働省 分担 厚生労働行政推進調査事業 「HTLV-1 総合対策」推進における

キャリア対策の基盤整備と適正な研究開発の推進に資する包括

的評価と提言のための研究 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

岩永正子・教授 非常勤講師（内科学 II） 長崎医療技術専門学校 

 

○特筆すべき事項 

 

①長崎大学ダイバーシティー推進センター未来構想委員会の副委員長として長崎大学内の女性教員のネットワーク構

築・運営に携わった。 

②長崎大学ダイバーシティー推進センター主催｢女性リーダー育成プログラム｣の企画・運営に携わり、国内外で著名な

医学統計学専門家の女性教授を招聘し、セミナーを行った。 

③長崎大学ダイバーシティー推進センター主催「ウェルカムカフェ」に参加し、長崎大学の新任教職員との交流に携わ

った。 

④2019 年 11 月 13-15 日東京で開催された世界保健機構(WHO)主催による｢HTLV-1 感染症の公衆衛生学的インパクトと

今後の対応方法に関する世界コンセンサス会議｣に Advisory member として招聘参加し､各国の研究者と意見交換を行

った。 

 

 


